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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃エンジン（１）のキャブレターの主空気通路（２１）への燃料送給を制御するため
の燃料バルブ（６０，６０’）であって、
　キャブレターの燃料調節器（２９）から燃料を受け取るための少なくともひとつの吸入
ポート（７２）と、
　エンジン（１）に導く空気通路（２１）における少なくともひとつのノズル（３５，３
６）に結合する少なくともひとつの燃料送出ポート（７１）と、
　吸入ポート（７２）と送出ポート（７１）との間の燃料キャビティ（７４）と、
　少なくとも２つの状態、すなわち、吸入ポート（７２）から燃料キャビティ（７４）を
通って送出ポート（７１）への燃料の流れを許す第１の状態とそのような流れを少なくと
も主としてブロックする第２の状態、を可能にするような仕方で動くことができるバルブ
部材（６１）と、
　を備えた燃料バルブ（６０，６０’）において、
　バルブ（６０，６０’）は燃料キャビティ（７４）と連通するポンプ・ポート（７５）
を有し、ポンプ・ポート（７５）は手動で操作されるポンプ（８１ａ，８１ｂ）に結合さ
れることを意図したものであることを特徴とする燃料バルブ（６０，６０’）。
【請求項２】
　ポンプ・ポート（７５）が燃料キャビティ（７４）と直接に連通しており、燃料キャビ
ティ（７４）をパージ・ポンプ（８１ａ）に連通させて、吸入ポート（７２）から燃料キ
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ャビティ（７４）を通って燃料をポンプ・ポート（７５）から吸い上げることを可能にし
、それによって場合によっては存在している空気を排出し、かつキャビティ（７４）の内
側表面を濡らすようになっていることを特徴とする請求項１に記載の燃料バルブ（６０，
６０’）。
【請求項３】
　ポンプ・ポート（７５）が燃料キャビティ（７４）と直接に連通しており、燃料キャビ
ティ（７４）をプライマー・ポンプ（８１ｂ）と連通させて燃料タンクから燃料キャビテ
ィへ（７４）の燃料の噴射を可能にし、それによって少なくとも燃料キャビティ（７４）
の内側表面を濡らすようになっていることを特徴とする請求項１に記載の燃料バルブ（６
０，６０’）。
【請求項４】
　燃料バルブ（６０，６０’）は軸方向に延びるチャンバ（６３）を含み、その中でバル
ブ部材（６１）が軸方向に少なくとも２つの状態の間で動くように配置され、ポート（７
１，７２，７５）はチャンバ（６３）の前端に位置していることを特徴とする請求項２又
は３に記載の燃料バルブ（６０，６０’）。
【請求項５】
　ポンプ・ポート（７５）が燃料送出ポート（７１）の通路と直接に連通しており、送出
ポート（７１）をプライマー・ポンプ（８１ｂ）と連通させて燃料タンクから送出ポート
（７１）への燃料噴射が可能になるようにしていることを特徴とする請求項１に記載の燃
料バルブ（６０，６０’）。
【請求項６】
　燃料バルブ（６０，６０’）が電気的に操作されることを特徴とする請求項１～５の何
れか一項に記載の燃料バルブ（６０，６０’）。
【請求項７】
　燃料バルブ（６０，６０’）が機械的に操作されることを特徴とする請求項１～５の何
れか一項に記載の燃料バルブ（６０，６０’）。
【請求項８】
　状態の少なくともひとつは、安定な状態からバルブ部材（６１）を動かすためには燃料
バルブ（６０，６０’）に通電する必要があるという意味で、安定な状態であることを特
徴とする請求項１～６の何れか１項に記載の燃料バルブ（６０，６０’）。
【請求項９】
　請求項１～８の何れか一項に記載の燃料バルブ（６０，６０’）がキャブレター（２０
）の一体化された部分であることを特徴とするキャブレター（２０）。
【請求項１０】
　請求項１～８の何れか一項に記載の燃料バルブ（６０，６０’）がキャブレター（２０
）の外側に結合されていることを特徴とするキャブレター（２０）。
【請求項１１】
　内燃エンジン（１）の燃料供給システムであって、
　主空気通路（２１）を含むキャブレター（２０）であって、燃料タンク（２６）から燃
料調節器（２９）に燃料を供給する燃料ポンプ（２５）を有するキャブレター（２０）と
、
　燃料バルブ（６０，６０’）が、
　キャブレターの燃料調節器（２９）から燃料を受け取るための少なくともひとつの吸入
ポート（７２）と、
　エンジン（１）に導く空気通路（２１）における少なくともひとつのノズル（３５，３
６）に結合する少なくともひとつの燃料送出ポート（７１）と、
　吸入ポート（７２）と送出ポート（７１）の間の燃料キャビティ（７４）と、少なくと
も２つの状態、すなわち、バルブ（６０，６０’）の吸入ポート（７２）から燃料キャビ
ティ（７４）を通って送出ポート（７１）への燃料の流れを許す第１の状態とそのような
流れを少なくとも主としてブロックする第２の状態、を可能にするような仕方で動くこと
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ができるバルブ部材（６１）と、を有する燃料バルブ（６０，６０’）と、
　を備えた燃料供給システムにおいて、
　前記燃料供給システムは、以下のパージング・システムの燃料ライン（８０ａ）及びプ
ライミング・システムの燃料ライン（８０ｂ）の何れか一つ、すなわち、
　キャブレター（２０）をタンク（２６）に結合する、手動で操作されるパージ・ポンプ
（８１ａ）を有する燃料ライン（８０ａ）であって、該燃料ライン（８０ａ）は、直接に
前記燃料バルブ（６０，６０’）に、又は該燃料バルブ（６０，６０’）とノズル（３５
，３６）との間のある位置で燃料導管（３７）に連通して、パージ・ポンプ（８１ａ）が
吸入ポート（７２）からキャビティを通して燃料を吸い上げて燃料タンク（２６）に戻し
、それにより場合によっては存在する空気を排出し、かつキャビティ（７４）の内側表面
を燃料で濡らすようになっている燃料ライン（８０ａ）、及び
　キャブレター（２０）をタンク（２６）に結合する、手動で操作されるプライマー・ポ
ンプ（８１ｂ）を有する燃料ライン（８０ｂ）であって、該燃料ライン（８０ｂ）は、直
接に前記燃料バルブ（６０，６０’）と、燃料バルブ（６０，６０’）とノズル（３５，
３６）の間のある位置で燃料導管（３７）と、前記燃料調節器（２９）と、該燃料調節器
（２９）と燃料バルブ（６０，６０’）の間でダクト（３１）、のうちの何れか一つに連
通し、プライマー・ポンプ（８１ｂ）が燃料を燃料タンク（２６）から燃料キャビティ（
７４）へ、以下の何れか、すなわち、直接に燃料キャビティ（７４）から、又は送出ポー
ト（７１）から逆方向に、又は吸入ポート（７２）から順方向に、送給できるようにして
、それによりキャビティ（７４）の内側表面を燃料で濡らすようになっている燃料ライン
（８０ｂ）、
　を備えることを特徴とする燃料供給システム。
【請求項１２】
　燃料ライン（８０ａ，８０ｂ）はポンプ・ポート（７５）を介して燃料バルブ（６０，
６０’）に直接結合されていることを特徴とする請求項１１に記載の燃料供給システム。
【請求項１３】
　燃料ライン（８０a，８０ｂ）は燃料導管（３７）に結合され、エンジン（１）のスタ
ートアップ時にバルブ部材（６１）は、燃料の流れを少なくとも主としてブロックする状
態から外れるように配置される、又は、バルブ部材（６１）が燃料の流れを少なくとも主
としてブロックする状態にあるときに該バルブ部材（６１）を通過する漏洩の流れがある
ことを特徴とする請求項１１に記載の燃料供給システム。
【請求項１４】
　パージ・ポンプ又はプライマー・ポンプ（８１ａ，８１ｂ）を有する燃料ライン（８０
ａ，８０ｂ）に第１及び第２のチェック・バルブ（８２，８３）が設けられ、好ましくは
チェック・バルブがパージ・ポンプ（８１a）に組み込まれ、チェック・バルブ（８２，
８３）は、プライマー・ポンプ（８１ｂ）の場合、燃料タンク（２６）からキャブレター
（２０）の方への燃料の流れを可能にしてそれを導くように配置され、チェック・バルブ
（８２，８３）は、パージ・ポンプ（８１a）の場合、キャブレターから燃料タンク（２
６）の方への燃料の流れを可能にして導くように配置されることを特徴とする請求項１１
～１３の何れか一項に記載の燃料供給システム。
【請求項１５】
　第３及び第４のチェック・バルブ（８４，８５）が燃料バルブ（６０，６０’）の下流
側に、又は場合によっては燃料ライン（８０ａ，８０ｂ）が燃料導管（３７）と結合する
位置の下流側に設けられ、第４のチェック・バルブ（８５）は主ノズル（３６）に導く導
管（３３）に設けられ、第３のチェック・バルブ（８４）は少なくともひとつのアイドル
・ノズル（３５）に導く枝導管（３４）に設けられることを特徴とする請求項１１～１４
の何れか一項に記載の燃料供給システム。
【請求項１６】
　請求項１１～１５の何れか一項に記載の燃料供給システムを含む２行程クランク室掃気
内燃エンジン（１）を動力とする手持ち工具。
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【請求項１７】
　請求項１１～１５の何れか一項に記載の燃料供給システムを含む内燃エンジン（１）の
始動を容易にする方法であって、
　前記方法は、
　燃料バルブが燃料調節器（２９）から燃料を受け取るステップと、
　少なくともひとつの燃料送出ポート（７１）を介して空気通路（２１）における少なく
ともひとつのノズル（３５，３６）に結合するステップと、
　少なくとも２つの状態の間、すなわち燃料バルブ（６０，６０’）の吸入ポート（７２
）からキャビティ（７４）を通って送出ポート（７１）への燃料の流れを許す第１の状態
とそのような流れを少なくとも主としてブロックする第２の状態の間でバルブ部材（６１
）を動かすステップと、含み、
　前記方法は、更に、
　キャビティ（７４）を通して直接的に吸入ポート（７２）から燃料を吸い上げるステッ
プ、及び別途燃料送出ポート（７１）の下流側で燃料を吸い上げるステップ、のうちの何
れか一つのステップを実施して、燃料を燃料タンク（２６）に戻し、これにより、存在す
る空気を排出すると共に、キャビティ（７４）の内側表面を燃料で濡らすようにすること
を特徴とする方法。
【請求項１８】
　別途燃料送出ポート（７１）の下流側で燃料を吸い上げるとき、エンジン（１）のスタ
ートアップ時にバルブ部材（６１）が、燃料の流れを少なくとも主としてブロックする状
態から外すステップ、又は、バルブ部材が燃料の流れを少なくとも主としてブロックする
状態にあるときにバルブ部材（６１）を通過する漏洩の流れがあるようにするステップを
特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　請求項１１～１５の何れか一項に記載の燃料供給システムを含む内燃エンジン（１）の
始動を容易にする方法であって、
　前記方法は、
　燃料バルブが燃料調節器（２９）から燃料を受け取るステップと、
　少なくともひとつの燃料送出ポート（７１）を介して空気通路（２１）における少なく
ともひとつのノズル（３５，３６）に結合するステップと、
　少なくとも２つの状態の間、すなわち燃料バルブ（６０，６０’）の吸入ポート（７２
）からキャビティ（７４）を通って送出ポート（７１）への燃料の流れを許す第１の状態
とそのような流れを少なくとも主としてブロックする第２の状態の間でバルブ部材（６１
）を動かすステップと、を含み、
　前記方法は、更に、
　燃料タンク（２６）から燃料を燃料キャビティ（７４）へ直接的に送給するステップ、
燃料送出ポート（７１）の下流側に燃料を噴射することにより逆方向に燃料を送給するス
テップ、及び吸入ポート（７２）の上流側に燃料を噴射することにより順方向に燃料を送
給するステップ、のうちの何れか一つのステップを実施して、これによりキャビティ（７
４）の内側表面を燃料で濡らすようにすることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内燃機関の燃料供給システムに関し、詳しくは、主空気通路を有するキャブ
レターを含み、キャブレターは燃料タンクから燃料を燃料調節器へ供給する燃料ポンプを
有し、上記燃料供給システムはさらに内燃機関のキャブレターの主空気通路への燃料送給
を制御する燃料バルブを含み、燃料バルブはキャブレターの燃料調節器から燃料を受け取
る少なくともひとつの吸入ポートと、エンジンに導く空気通路における少なくともひとつ
のノズルに結合している少なくともひとつの送出ポートと、吸入ポートと送出ポートの間
の燃料キャビティと、少なくとも２つの状態、すなわちバルブの吸入ポートからキャビテ
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ィを通って送出ポートへの燃料の流れを許す第１の状態と、この流れを少なくとも主とし
てブロックする第２の状態、を可能にするような仕方で可動なバルブ部材を含む。
【０００２】
　本発明はまた、上記燃料供給システムを含む２行程クランク室掃気内燃エンジンを動力
とする手持ち工具に関する。
【０００３】
　本発明はさらに、内燃エンジンのキャブレターの主空気通路への燃料送給を制御する燃
料バルブに関し、この燃料バルブはキャブレターの燃料調節器から燃料を受け取る少なく
ともひとつの吸入ポートと、エンジンに導く空気通路における少なくともひとつのノズル
に結合している少なくともひとつの送出ポートと、吸入ポートと送出ポートの間の燃料キ
ャビティと、少なくとも２つの状態、すなわちバルブの吸入ポートからキャビティを通っ
て送出ポートへの燃料の流れを許す第１の状態と、この流れを少なくとも主としてブロッ
クする第２の状態、を可能にするような仕方で可動なバルブ部材を含む。
【０００４】
　本発明はさらに、一体化された（integral）燃料バルブ、又はキャブレターの外部と結
合する燃料バルブ、を有するキャブレターに関する。
【０００５】
　本発明はまた、主空気通路を有するキャブレターを含む内燃エンジンの始動を容易にす
る方法に関し、キャブレターは燃料タンクから燃料調節器に燃料を供給する燃料ポンプを
有し、上記燃料供給システムはさらに、キャブレターの主空気通路への燃料送給を制御す
る燃料バルブを含み、燃料バルブはキャブレターの燃料調節器から燃料を吸い上げるため
の少なくともひとつの吸入ポートと、エンジンに導く空気通路における少なくともひとつ
のノズルに結合している送出ポートと、吸入ポートと送出ポートの間の燃料キャビティと
、少なくとも２つの状態、すなわちバルブの吸入ポートからキャビティを通して送出ポー
トまでの燃料の流れを許す第１の状態と、そのような流れを少なくとも主としてブロック
する第２の状態、を可能にするような仕方で動くことができるバルブ部材を含む。
【背景技術】
【０００６】
　手持ち動力工具、例えば、それだけに限られないがチェンソーやライントリマー（line
 trimmer）など、はしばしばダイアフラム・キャブレターを備えた小さな２行程内燃エン
ジンを動力にしている。一般に、ダイアフラム・キャブレターは主空気通路を有し、そこ
で燃料と空気が正しい比率で混合される。主空気通路の出口はエンジンのクランク室につ
ながっている。普通、主空気通路には、クランク室に入る燃料と空気の混合物の量を制御
するスロットル・バルブが設けられている。
【０００７】
　通常、エンジンの始動の前にはパージング・システム又はプライミング・システムを作
動させて新鮮な燃料をキャブレターに導入する。普通、パージング・システムを用いて残
留している空気又は燃料をキャブレターから除去し、キャブレターの所望の燃料通路又は
チャンバを新鮮な燃料で満たし、他方でプライミング・システムを用いて少量の燃料を空
気通路に噴射する。しかし、このプライミング・システムは、パージング・システムの機
能を実行することに付け加えて用いることもできる。エンジン始動前にキャブレターに供
給される新鮮な燃料はエンジンの始動を容易にする。パージング・システムとプライミン
グ・システムは、普通、それぞれパージ・バルブ（bulb）とプライマー・バルブ（bulb）
によって作動する。
【０００８】
　しかし、非常に短時間の使用の後でも装置を保管した後では、２行程燃料のガソリン成
分は気化し、燃料の２行程オイル成分が残される。このオイルは可動部分の間に付着や目
詰まりを生じ、小さな燃料ボア（bore）をふさぐこともある。燃料バルブを有するキャブ
レターでは、オイルは閉じていた燃料バルブが開くのを妨げることさえある。しかし、オ
イルは新鮮な燃料と接触すると容易に溶解する。
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【０００９】
　エンジンを停止するとき、多くの手持ち工具は燃料バルブを閉じた状態にセットされる
。それにより、工具が保管される間、燃料が主及び／又はアイドル・ノズルを通って漏れ
ることが防がれる。上述のような燃料の気化によって燃料バルブがこの状態で固着すると
、閉じた燃料バルブが主空気通路への燃料の送給をブロックするので、コードを引いてエ
ンジンを始動させることが難しく、不可能でさえある。燃料バルブが部分的に開いていて
も、新鮮さ燃料が残留オイルを溶解して燃料が連続的に流れることができるようになるま
で、ユーザーはエンジンのコードを繰り返し、長時間にわたって引かなければならない。
多くのユーザーは、装置が故障したかのように全く動かなくなるこの状態を経験している
だろう。実際、ブランドの新製品を初めて始動させるときでも、ユーザーがこの問題にぶ
つかることがある。
【００１０】
　上で言及したタイプのキャブレターは、例えば特許文献１に開示されているが、固着／
目詰まりの問題は取り扱われていない。
【００１１】
　さらに、チェンソー、トリマー、草刈り機、などの装置の２行程エンジンのキャブレタ
ーは、通常、空気パージング・システムを有する。例えば、特許文献２は空気パージング
・システムを開示しており、特許文献３はプライミングとパージングを組み合わせたシス
テムを開示している。しかし、それらは上で言及したものとは別の種類のキャブレターで
用いられるものであり、固着／目詰まりの問題がある可動バルブ部材を有する燃料バルブ
を有しない。
【００１２】
　さらに、従来のダイアフラム・キャブレターが空気パージング・システムを備えている
場合、そのシステムはキャブレターの燃料計量チャンバに結合されていた。燃料計量チャ
ンバの下流側に燃料バルブが設けられたダイアフラム・キャブレターでは、このシステム
と燃料計量チャンバの結合のために効率的な空気パージングを遂行できない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】国際公開第２００９／１１６９０２号パンフレット
【特許文献２】米国特許第４２７１０９３号明細書
【特許文献３】米国特許第６３７４８１０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明の第１の目的は、燃料供給システムであって、バルブ部材などの可動部分がひと
つの位置に固着するリスクを減らし、その燃料供給システムを用いてエンジンへの燃料の
良好な供給が得られる燃料供給システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上の最初のパラグラフで言及された種類の燃料供給システムでは、この目的は、上記キ
ャブレターを上記タンクに結合する燃料ラインに手動で操作されるパージ・ポンプを設け
、燃料ラインが燃料バルブに、又は燃料バルブとノズルの間の燃料導管に直接に結合して
、パージ・ポンプが燃料を吸入ポートからキャビティを通して吸い上げることができるよ
うにし、オプションとして燃料を燃料タンクに戻し、それにより存在している可能性があ
る空気を吸い上げ、かつキャビティの内側表面を燃料で濡らすようにすることによって達
成される。
【００１６】
　エンジンの始動前にパージングによって吸い上げなければならない燃料の量をできるだ
け小さくするために、パージ・ポンプと燃料キャビティの間の燃料ライン区間、又はバル
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ブの送出ポートの下流側の燃料導管は最小の長さにすることが適切である。
【００１７】
　上の最初のパラグラフで言及された種類の燃料供給システムで、この第１の主たる目的
はまた、上記キャブレターを上記タンクに結合する燃料ラインによって、燃料ラインに手
動で操作されるプライマー・ポンプを設け、燃料ラインが直接に燃料バルブに、又は燃料
バルブとノズルの間の燃料導管に、又は燃料調節器に、又は燃料調節器と燃料バルブの間
のダクトに結合して、プライマー・ポンプが燃料を燃料タンクから燃料キャビティへ、直
接に送給し、又は送出ポートから逆方向に、又は吸入ポートから順方向に送給して、それ
によりキャビティの内側表面を燃料で濡らすようにすることによっても達成される。
【００１８】
　いろいろなラインと導管において燃料が確実に所望の方向にだけ流れるようにするため
に、パージ・ポンプ又はプライマー・ポンプが設けられた燃料ラインに第１及び第２のチ
ェック・バルブを設け、好ましくはパージ・ポンプ又はプライマー・ポンプの内側に配置
することが好ましい。さらに、第３及び第４のチェック・バルブを送出ポートの下流側及
び燃料ライン（パージ・ポンプ又はプライマー・ポンプを含む）と燃料導管の間にある結
合部の下流側に、第４のチェック・バルブが主ノズルに導く導管に、第３のチェック・バ
ルブが少なくともひとつのアイドル・ノズルに導く枝導管に設けられるようにすることが
好ましい。
【００１９】
　本発明の別の目的は、容易に始動させることができ、燃料バルブ部材などの可動部分が
ひとつの位置に固着するリスクが小さくなった手持ち動力工具を提供することである。こ
の目的は、上で述べたような燃料供給システムを有する手持ち動力工具によって達成され
る。
【００２０】
　本発明の別の目的は、このような燃料供給システムに適した燃料バルブを提供すること
である。上の第３パラグラフで言及された種類の燃料バルブでは、この目的は、燃料バル
ブが、手動操作されるポンプと結合するための、燃料キャビティと連通しているポンプ・
ポートを有することによって達成される。
【００２１】
　本発明の別の目的は、このような燃料供給システムに適したキャブレターを提供するこ
とである。上の第４パラグラフで言及された種類のキャブレターでは、この目的は、燃料
キャビティと連通している、手動操作されるポンプと結合するためのポンプ・ポートを有
する上の第３パラグラフで言及された種類の燃料バルブを用いることによって達成される
。
【００２２】
　本発明の別の目的は、内燃エンジンの始動に関連した労苦及び／又は困難を小さくする
ことができる燃料供給システムを提供することである。この目的は、上で言及したような
燃料供給システムであって、パージ・ポンプ又はプライマー・ポンプを有する燃料ライン
が計量チャンバとキャブレターの主空気通路の間、すなわち、計量チャンバの下流側で主
空気通路の燃料ノズルの上流側、のある位置で燃料導管又はダクト又は燃料バルブに結合
されている燃料供給システムによって達成される。それにより、計量チャンバを主空気通
路と連通させる通路及び／又はキャビティ、又は少なくともその内側表面が、パージング
又はプライミングの後に燃料で濡らされる。これは、パージ・ポンプを有する燃料ライン
が直接計量チャンバに結合されるものと比べて、エンジン始動後に燃料が移動する距離が
短くてよいということを意味する。したがって、エンジンを始動させたとき、上記ダクト
／導管／燃料バルブ内の燃料が蒸発していた場合にも、燃料がエンジンに入るために少し
の労力／困難、及び／又は短い時間しか必要とされない。エンジンにリコイル・スタータ
ーが設けられている場合、エンジンを始動させるために必要とされるプル（引っ張り）の
回数も少なくなるであろう。
【００２３】



(8) JP 5977332 B2 2016.8.24

10

20

30

40

50

　本発明の別の目的は、キャブレター・エンジンの始動を容易にする方法を提供すること
であり、この方法により、可動部分の間に固着や目詰まりを生ずるオイル残渣、小さな燃
料ボア（孔）をブロックすることさえあるオイル残渣、に新鮮な燃料を流してそれを溶解
することができる。
【００２４】
　上の第５パラグラフで言及された種類の方法では、この第２の主たる目的は、吸入ポー
トからキャビティを通って直接に、又は燃料送出ポートの下流側で、燃料を吸い上げ、そ
れを燃料タンクに戻して、多分存在する空気を排出し、かつキャビティの内側表面を燃料
で濡らすようにすることで達成される。
【００２５】
　あるいはまた、燃料導管を通して燃料を吸い上げるとき、エンジン始動時のバルブ部材
は燃料の流れを少なくとも主としてブロックする状態から外れている、及び／又はバルブ
部材が燃料の流れを少なくとも主にブロックする状態にあるときはバルブ部材を通る流れ
に漏れがあることが好ましい。
【００２６】
　好ましくは、燃料の吸い上げは、燃料キャビティをタンクに直接に、又は燃料導管を通
して間接的に、パージ・ポンプを有する燃料ラインによって結合し、パージ・ポンプを運
転して燃料を吸入ポートからキャビティを通して吸い上げ、それを燃料タンクに戻して、
多分存在する空気を排出し、かつキャビティの内側表面を燃料で濡らすことで行われる。
【００２７】
　上の第５パラグラフで言及された種類の方法では、この目的はまた、燃料タンクから燃
料キャビティへ、直接に、又は燃料送出ポートの下流に燃料を噴射することで逆方向に、
又は吸入ポートの上流に燃料を噴射することで順方向に、燃料を送給し、キャビティの内
側表面を濡らすことによっても達成される。
【００２８】
　以下、本発明をその好ましい実施形態について添付図面を参照してさらに詳しく説明す
る。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】燃料送給システムに結合された２行程エンジンを示す概略断面図である。
【図２】本発明のある実施形態に係わる空気パージ／プライマー・システムを備えたキャ
ブレターを含む燃料送給システムを示す概略断面図である。
【図３】図２に示された空気パージ／プライマー・システムに結合するポートを有する燃
料バルブを示す概略断面図である。
【図４】図３の燃料バルブを線Ａ－Ａに沿って切って示す概略断面図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係わる燃料及び空気パージ・システムを示す流れスキ
ームである。
【図６】本発明の第２の実施形態に係わる燃料及び空気パージ・システムを示す流れスキ
ームである。
【図７】本発明の第３の実施形態に係わる燃料及びプライマー・システムを示す流れスキ
ームである。
【図８】本発明の第４の実施形態に係わる燃料及びプライマー・システムを示す流れスキ
ームである。
【図９】本発明の第５の実施形態に係わる燃料及びプライマー・システムを示す流れスキ
ームである。
【図１０】図５及び６で用いられるパージ・ポンプ又は図７，８及び９で用いられるプラ
イマー・ポンプを示す断面図である。
【図１１】図７に示されたプライマー・システムに結合されるポートを有する燃料バルブ
を示す概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００３０】
　図１において、参照符号１は２行程タイプの内燃エンジン１を表す。それは掃気される
クランク室である、すなわち燃料送給システム２０（例えば、キャブレター、又は低圧燃
料噴射システム）からの空気３と燃料の混合物４０がエンジン・クランク室へ供給される
。クランク室から混合物はひとつ又はいくつかの掃気通路１４を通ってエンジンの燃焼チ
ャンバ４１まで運ばれる。燃焼チャンバには圧縮された空気-燃料混合物に点火するため
のスパーク・プラグが備えられている。排気４２は排気口４３を通り、サイレンサ１３を
通って出て行く。エンジン１は、往復ピストン６を含むシリンダ５を有し、ピストンは結
合ロッド１１によってカウンタウエイトを備えたクランクシャフト１２に取り付けられる
。こうしてクランクシャフトが回転する。図１で、ピストン６は中間位置をとり、この位
置では吸入ポート４４を通る流れ、掃気通路１４を通り、排気口４３を通る流れが両方と
も可能である。燃料送給システム２０は、空気と燃料の混合物のための主空気通路２１を
有する。主空気通路２１からシリンダ５へのポートは吸入ポート４４と呼ばれる。このよ
うに、主空気通路２１はピストン６によって閉じられる。吸入ポート４４を開閉すること
によって、主空気通路２１の内側に変化する流速と圧力が生ずる。燃料送給システムがキ
ャブレター・タイプである場合、この変化が供給される燃料の量を大きく左右する。キャ
ブレターの燃料送出圧はとるに足りないので、燃料送出量は主空気通路２１における圧力
変化によって全く左右される。したがって、燃料の供給量は主空気通路２１の内側の変化
する流速と圧力によって左右されるが、これはその開閉によって生ずる。さらに掃気クラ
ンク室２行程エンジン又は掃気クランク室４行程エンジンにおけるクランク室はかなりの
量の燃料を保持することができ、平坦化貯留室として働くので、燃料送給を各回転で調整
する必要はない、すなわちある１回転で燃料送給を調整すると、それはその後の回転にも
影響する。これらの特徴は、すべてクランク室掃気内燃エンジンでは普通のことであり、
したがってそれについてはここで詳しく述べない。
【００３１】
　図２は、キャブレター・タイプの燃料送給システム２０を示す。キャブレター２０は、
吸入通路又は主空気通路２１を有し、それはベンチュリ効果を生ずる狭窄２２を含む。ス
ロットル・バルブ２３とチョーク・バルブ２４が主空気通路２１に取り付けられている。
キャブレターはさらに、燃料ポンプ２５を含み、それが燃料を燃料タンク２６から吸い上
げる。好ましくは、燃料ポンプ２５は、エンジン１のクランク室によって発生される圧力
パルスで駆動されるパルス制御ダイアフラム・ポンプである。燃料は次に、燃料調節器２
９のダイアフラム３０によって制御されるニードル又はフロート・バルブ２７を通って、
燃料調節器２９の燃料計量チャンバ２８に入る。燃料計量チャンバ２８はダイアフラム３
０によって大気圧から隔離されており、予め定められた量の燃料を保持できる。燃料計量
チャンバ２８からのダクト３１は燃料バルブ６０につながっている。好ましくは、燃料バ
ルブ６０は電気的に制御される、開と閉という２つの状態の間で動作する双安定バルブで
ある。このようなバルブの一例は国際公開第２００９／１１６９０３号パンフレットに示
されている。燃料バルブ６０は、燃料計量チャンバ２８と吸入通路２１につながる２つの
幅の異なる燃料ライン３３，３４の間の連結を開閉する。狭い方のチャンネル３３はスロ
ットル・バルブ２３の領域の少なくともひとつのアイドル・ノズル３５，スロットル・バ
ルブ２３の下流の少なくともひとつのアイドル・ノズル３５、につながり、広い方のチャ
ンネル３４はスロットル・バルブ２３の上流側にある、好ましくはベンチュリ２２に、又
はその下流におけるメイン・ノズル３６につながっている。エンジンが動作しているとき
の主空気通路２１における変動する圧力のために、燃料は燃料計量チャンバ２８からメイ
ン・ノズル３６とアイドル・ノズル３５４を通って供給されるが、もちろん、燃料バルブ
が閉じているか開いているかによる。燃料ライン３３，３４には対応するチェック・バル
ブ８４，８５が設けられていることが好ましい。
【００３２】
　全体が８１で表される手動で操作されるポンプを含み全体が８０で表される燃料ライン
が、燃料バルブ６０と燃料タンク２６の間に結合されており、これは図５及び７にも見ら
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れる。あるいはまた、図６，８及び９に関連して説明するように、燃料ライン８０は燃料
バルブ６０の上流側又は下流側に結合することができる。
【００３３】
　図５及び６に示された第１及び第２の実施形態では、ポンプ８１はパージ・ポンプ８１
ａとして働き、システムからトラップされた空気を排出し、燃料バルブ６０を燃料で濡ら
す。図７，８及び９に示された第３、第４、及び第５の実施形態では、ポンプ８１は反対
の方向で、すなわちプライマー・ポンプ８１ｂとして働き、燃料を燃料バルブ６０に供給
する。
【００３４】
　パージ・ポンプ８１ａとプライマー・ポンプ８１ｂを通る燃料の流れの望ましい方向を
与えるために、両者はポンプ・デザインに２つのチェック・バルブ、すなわち一方８２は
弾性バルブの上流側に、他方８３は下流側に，組み込むことが好ましい。しかし、望む場
合、チェック・バルブ８２と８３の両方を別のコンポーネントとして設けることができる
。チェック・バルブは特定の種類のチェック・バルブに限られず、ボール・チェック・バ
ルブ、ダックビル・バルブなど、いろいろな異なる種類のものであってよい。具体的には
、チェック・バルブは、圧縮ばねや引っ張りばねなどの弾性部材と組み合わせた適当な形
の重量ボディなどを含む。
【００３５】
　燃料バルブ６０は、図示していないが国際公開第２００９／１１６９０３号パンフレッ
トに記載されている電子制御装置によって制御することが好ましい。この制御装置は、図
示していない少なくともひとつのスロットル位置センサからのスロットル位置、図示して
いない少なくともひとつのエンジンスピード・センサからのエンジンスピード・データ、
そしてオプションとしてその他の図示していないセンサ（単数又は複数）、例えば温度セ
ンサ（単数又は複数）、からのインプット、などのセンサ・インプットを受け取る。電子
制御装置は、それらのセンサ・インプットを用いて空気対燃料比を制御することができる
、例えば燃料バルブを何時開くか又は閉じるかを決定できる。
【００３６】
　図３及び４に示された燃料バルブ６０は、軸方向に延びる略円筒状のチャンバ６３を含
むバルブボディ７３と、チャンバ６３内で軸方向に可動なプランジャ６１の形の可動バル
ブ部材を含み、さらに永久磁石６２を含む。さらに、燃料バルブ６０は、通電したときに
前方位置と後方位置の間でプランジャ６１を動かす（すなわち、プランジャを開位置と閉
位置の間で動かす）電磁的な操作手段６８ａ、６８ｂと、チャンバ６３の各軸方向端にひ
とつずつ、２つの強磁性要素６６，６７を含む。
【００３７】
　軸方向に延びるチャンバ６３はキャブレター主空気通路２１から離れる方向に延び、互
いに対向する位置にあってプランジャ６１の軸方向の動きを制限する２つのバルブ・シー
ト６４，６５，すなわち吸入通路２１に向いた軸方向前端の前方バルブ・シート６４と反
対の軸方向後端にある後方バルブ・シート６５、を有する。前端では、２つのポート、す
なわち第１のポート７１と第２のポート７２、が設けられ、その一方７２は燃料バルブへ
の吸入ポートとして機能し、他方７１は燃料バルブ６０からの送出ポートとして機能する
。ポート７１，７２は、燃料バルブ６０が開いているときは互いに流体的に結合してその
間にキャビティの形の流体通路７４を形成する。望むなら、図示しない漏洩通路を設けて
燃料バルブ６０が閉じているときバルブ・セット６４を通過する小さな漏洩が可能になる
ようにすることができる。
【００３８】
　第１のポート７１，好ましくは送出ポート、は円形断面のチャンネルであり、前方バル
ブ・セット６４の開口として位置し、燃料導管３７を通って結合し、それが分岐してベン
チュリ狭窄２２につながる燃料ライン３３と３４を形成する。プランジャ６１の前端は第
１のポート７１の開口を閉じるのに適合した断面を有する。第２のポート７２，好ましく
は吸入ポート、は前方バルブ・シート６４のわきに位置し、燃料計量チャンバ２８からの
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ダクト３１に結合している。
【００３９】
　各バルブ・シート６４，６５には、強磁性要素６６，６７，すなわち、前方強磁性要素
６６と後方強磁性要素６７，が、好ましくは鉄心の形で存在する。これらの強磁性要素６
６，６７は、２つの安定なバルブ状態を設ける役目をする。すなわち、プランジャ６１が
後方バルブ・シート６５に当接しているときの開状態と、プランジャ６１が前方バルブ・
シート６４に当接しているときの閉状態、を設ける。閉状態ではプランジャ６１の前端が
前方バルブ・シート６４で第１のポート７１を閉じて、第１のポート７１と第２のポート
７２の間で流体が流れることを防止し、図示されない漏洩通路が設けられている場合は望
ましい小さな漏洩の可能性を残す。
【００４０】
　前方強磁性要素６６は、第１のポート７１のチャンネルを少なくとも部分的に囲み、好
ましくはそのチャンネルのまわりの鉄チューブという形で囲む。すなわち、前方強磁性要
素６６は、好ましくは第１のポート７１のチャンネルのある区間となる。
【００４１】
　プランジャ６１の磁石６２は、プランジャ６１の少なくともある区間を構成し、好まし
くはプランジャ６１全体が磁石６２である。プランジャ６１の磁石６２は、磁気的に軸方
向に向いており、前方バルブ・シート６４に面し前方強磁性要素６６と相互作用する前方
磁極６２ａと、後方バルブ・シート６５に面し後方強磁性要素６７と相互作用する後方磁
極６２ｂを有する。磁石６２と強磁性要素６６，６７の間の磁気力は、それぞれ、プラン
ジャ６１が前方バルブ・シート６４に当接するときには前方磁極６２ａと前方強磁性要素
６６の間の磁気力が後方磁極６２ｂと後方強磁性要素６７の間の磁気力より強く、プラン
ジャ６１が後方バルブ・シート６５に当接するときには後方磁極６２ｂと後方強磁性要素
６７の間の磁気力が前方磁極６２ａと前方強磁性要素６６の間の磁気力より強くなるよう
に制御される。
【００４２】
　磁石６２と強磁性要素６６，６７の間の磁気力は、それぞれ、前方及び後方バルブ・シ
ート６４，６５の前方及び後方非磁性体材料６９，７０によって、互いとの直接の接触か
ら距離をとることで制御される。このようにする主な理由は、強磁性要素６６，６７のど
ちらかと磁石６２の間の直接の接触を回避するためである。それは、強磁性要素と磁石の
間の磁気力は、それらが近くなると指数関数的に増大するからである。したがって、それ
らの間に間隔をあけることによって、それらの間の力のカーブの勾配が直接接触している
場合ほど急峻でなくなり、間隔があいていない場合に比べて生産時の許容精度はそれほど
高くなくてもよい。もちろん、間隔をあけることは、強磁性要素６６，６７をバルブ・シ
ート６４，６５に封入する代わりに、非磁性材料をプランジャ６１のそれぞれの端に取り
付けることによっても可能であることは注意しておかなければならない。距離をとるため
の絶縁材料が薄すぎる場合、それが摩耗してなくなり、磁気力が急激に増大する危険があ
る。好ましくは、距離をとるための材料は、厚さが０．３－３ｍｍ、さらに好ましくは０
．５－２ｍｍの高分子材料である。
【００４３】
　プランジャ６１は、好ましくは円筒状で直径が２－１２ｍｍ、さらに好ましくは３－８
ｍｍの範囲にあり、好ましくはその長さが直径よりも大きい。
【００４４】
　電磁的な操作手段６８ａ、６８ｂとなるのは、バルブボディ７３の軸方向に延びるチャ
ンバ６３のまわりに巻かれた２つのソレノイドコイル６８ａ、６８ｂである。ソレノイド
コイル６８ａ、６８ｂは互いに反対の巻き方向に巻かれ、２つのソレノイドコイル６８ａ
、６８ｂのうち第１のもの６８ａはプランジャ６１を後方位置から前方位置にずらすため
のものであり、２つのソレノイドコイルの第２のもの６８ｂはプランジャを前方位置から
後方位置にずらすためのものである。もちろん、ひとつ以上のソレノイドコイル６８ａ，
６８ｂを同じ方向に巻き、その代わりプランジャ６１をずらすための電流の方向を２つの
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位置の間で切り換えることも可能であろう。プランジャ６１を２つの安定な位置のどちら
かに保持するためにソレノイドコイル６８ａ，６８ｂに電流を流す必要はなく、したがっ
て燃料バルブは双安定であるということに注意したい。
【００４５】
　エンジンを停止しているとき燃料バルブは閉じた状態に、すなわちプランジャが前方バ
ルブ・シート６４に休止している状態、にセットされるように配置することが好ましい。
これは、キャブレターを用いる工具が使用されていない期間にキャブレターからの燃料の
漏洩を防ぐという利点がある。しかし、保管期間の後でエンジンを始動させようとすると
、残留しているオイルのためにプランジャが閉じた状態で固着してしまい、始動させよう
とするときにソレノイドコイル６８ａ，６８ｂに与えられるエネルギーではプランジャ６
１を開状態に動かすのに不十分になることがある。さらに、スタート・コードを引いたと
きに送出ポート７１からの吸引圧力はプランジャ６１を前方バルブ・シート６４の方へ吸
引するが、プランジャ６１を閉じた状態からリリースするのに役に立たない。この問題は
、燃料バルブの内側表面を燃料で濡らして目詰まりの原因になるオイルを溶解することに
よって解決される。したがって、図３に示された実施形態では、燃料バルブに、又はもっ
と具体的には、バルブボディ７３に、バルブボディ７３の前端で第１及び第２のポート７
１，７２に隣接して位置し、燃料キャビティを通して第２のポート又は吸入ポート７２と
連通するポンプ・ポート７５が設けられる。ポンプ・ポート７５は、プランジャ６１の位
置に関わりなく第２のポート又は吸入ポート７２と流体的に連通している。
【００４６】
　図５に示された実施形態では、燃料ライン８０ａはポンプ・ポート７５に結合され、手
動で操作されるポンプはパージ・ポンプ８１ａ、好ましくは弾性バルブ（bulb）を有する
タイプ、である。上流側チェック・バルブ８２が、ポンプ・ポート７５とパージ・ポンプ
８１ａの間の位置で燃料ライン８０ａに配置され、下流側チェック・バルブ８３が、パー
ジ・ポンプ８１ａと燃料タンク２６の間の位置で燃料ライン８０ａに配置される。パージ
・バルブ（bulb）を圧縮してパージ・ポンプ８１ａを作動させると、ポンプの内側に残っ
ている燃料は燃料ライン８０ａの一部を通って燃料タンク２６に戻される。圧縮をゆるめ
ると、パージ・バルブがふくらんで内部負圧を生じ、それによって燃料と多分空気が吸入
ポート７２から吸い上げられ、キャビティ７４とポンプ・ポート７５を通ってパージ・ポ
ンプ８１ａに入る。それにより、新鮮な燃料が流れて、可動部分の間に固着と目詰まりの
原因になり、小さな燃料ボア（孔）をブロックすることさえあるオイル残渣が溶解される
。さらに、この手順を一回以上繰り返して、有害な空気やオイル残渣が燃料バルブ６０の
内側に残されないようにする。ポンプ・ポート７５は、燃料バルブ６０がスタート時に通
常閉じられるように配置された場合に特に有効であるが、スタートアップで燃料バルブが
一部開いている又は完全に開いているように燃料バルブが配置されているキャブレターで
も燃料バルブにポンプ・ポート７５を有することは有益である。
【００４７】
　図６に示された実施形態では、燃料バルブ６０には何もポンプ・ポートがない。その代
わり、燃料ライン８０ａは、燃料キャビティ７４の送出ポート７１からキャブレターの主
空気通路２１におけるノズル３５，３６の方へ延びる燃料導管３７に結合される、すなわ
ち、燃料バルブ６０の下流側の、しかしチェック・バルブ８４，８５の上流側の、ある位
置で燃料ライン８０ａは結合される。スタートアップで燃料バルブ６０が完全には閉じて
いない場合、すなわち、プランジャ６１がバルブ・シート６４を封止していない位置にあ
る場合、又は燃料キャビティ７４とバルブ６０の下流側の燃料導管の間で燃料の小さな漏
洩を許す漏洩通路（図示せず）がある場合、この実施形態は適当である。この実施形態は
、燃料がもっと下流側で、すなわち、主空気通路２１にもっと近いところで吸い上げられ
るという利点がある。それにより、エンジンをスタートさせようとするユーザーに要求さ
れる引っ張りの平均回数が減少する。
【００４８】
　図５と６の空気パージング実施形態はプライミング機能と組み合わせることができる。
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それは、例えば、米国特許第７６９０３４２号明細書に記載されており、パージ圧力によ
ってキャブレターを通して吸い上げられた燃料の少なくとも一部がタンク２６に戻されず
に主空気通路２１及び／又はクランク室に直接供給される。
【００４９】
　図７に示される実施形態は、基本的には図５に示されたものと同様であるが、手動で操
作されるプライマー・ポンプ８１ｂを有する、好ましくはチェック・バルブの方向を変え
ることにより、すなわち下流側チェック・バルブ８２を燃料タンク２６の方に、上流側チ
ェック・バルブ８３を燃料バルブ６０’の方に結合するという仕方で操作されるプライマ
ー・ポンプ８１ｂを有する。燃料バルブ６０’は、好ましくは図１１に開示されている種
類のものであり、それは参照符号６０で表される燃料バルブと同様であるが、ポンプ・ポ
ート７５が燃料キャビティと直接連通するものから、前方バルブ・シート６４の下流側に
設けられた送出ポート７１の通路に連通するものに代わっている。ポンプ・ポート７５を
前方バルブ・シート６４の開口の方に向けることによって、プライミング作業によって加
えられる燃料圧力が十分大きいならば、バルブが通常開いているか通常閉じているかに関
わりなく、燃料はバルブを通って流れることができる。それにより、燃料が少なくとも主
ノズル３６を通って噴射されると同時に、新鮮な燃料が、可動部分の間に固着や目詰まり
の原因になり、小さな燃料ボアをブロックする可能性さえあるオイル残渣を通って流れ、
それを溶解して所望のプライミング効果を生み出す。さらに、もし必要なら、この手順を
一回以上繰り返して燃料バルブ６０の内側に有害な空気やオイル残渣が残らないようにす
る。もちろん、プランジャ６１が燃料バルブを閉じない位置にある場合、又は燃料バルブ
を閉じた状態でも漏洩する流れがあるようになっている場合、燃料はもっと容易に燃料バ
ルブを流れることができる。燃料ライン８０ｂはここでは燃料バルブ６０の下流で燃料導
管３７に結合しているので、上流側のチェック・バルブ８３は、燃料バルブ６０が閉じた
ときに主空気通路２１から大きなアンダープレッシャー（underpressure）を受けるであ
ろう。したがって、この実施形態ではチェック・バルブ８３は、それを閉じた状態に保つ
ためのばね荷重ボール８６を有するタイプであることが好ましい。しかし、主空気通路２
１からのアンダープレッシャーに耐えられる別の種類のチェック・バルブを用いることも
できるであろう。別の実施形態では、プライマー・ポンプ８１ｂは、図３の燃料バルブ６
０を用いて燃料キャビティ７４に直接結合することができる。この場合、燃料キャビティ
７４はプランジャが閉じた状態又は開いた状態のいずれにあるかに関わりなく濡らされる
。
【００５０】
　図８に示された実施形態では、燃料バルブ６０にはポンプ・ポート７５がない。代わり
に、手動で操作されるプライマー・ポンプ８１ｂ、好ましくは弾性バルブ（bulb）を有す
るタイプ、が燃料バルブ６０の下流側で、しかしチェック・バルブ８４，８５の上流側で
燃料ライン８０ｂによって燃料導管３７に結合されている。燃料導管３７は燃料キャビテ
ィ７４の送出ポート７１からキャブレターの主空気通路２１におけるノズル３５，３６の
方へ延びている。この実施形態では、プライマー・ポンプ８１ｂは、好ましくはプランジ
ャ６１がバルブ・シート６４を封止しない位置にあるとき、又は（図示しない）漏洩通路
が設けられて燃料キャビティ７４とバルブ６０の下流側の燃料導管３７の間で燃料の小さ
な漏れが許されるとき、動作する。あるいはまた、又はそれに加えて、主ノズル３６によ
る制限（restriction）をカウンター圧力が生ずるほど十分大きく選んで、プライマー・
ポンプが作動したとき、バルブが通常開いているか閉じているかに関わりなく、燃料圧力
が十分大きければ燃料はバルブを通って流れることができるようにする。ここで、燃料ラ
イン８０ｂは燃料バルブ６０の下流側で結合しているので、上流側のチェック・バルブ８
３は、燃料バルブ６０が閉じられたときに主空気通路２１からの大きなアンダープレッシ
ャー（underpressure）にさらされるであろう。したがって、この実施形態では、チェッ
ク・バルブは、それを閉じた状態に保つためにばね荷重ボール８６を有するタイプである
ことが好ましい。しかし、主通路２１からのアンダープレッシャーに耐えられる別の種類
のチェック・バルブを用いることもできる。
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【００５１】
　図９の実施形態では、燃料バルブ６０にはポンプ・ポート７５がない。代わりに、手動
で操作されるプライマー・ポンプ８１ｂ、好ましくは弾性バルブ（bulb）を有するタイプ
が燃料ライン８０ｂによって燃料調節気９の燃料計量チャンバ２８に、すなわち燃料バル
ブ６０の上流側で、結合されている。あるいはまた、それを燃料ダクト３１に結合するこ
ともできる。この実施形態は、エンジンをスタートさせたときに燃料バルブ６０が部分的
に又は完全に開いている場合に最も良く機能する。その場合、プライマー・ポンプからの
燃料の流れがトラップされた空気を燃料バルブ６０を通して主及びアイドル・ノズル３５
，３６の方へ押し出す。
【００５２】
　図７－９の実施形態は、付加的なプライミング機能と組み合わせることができる。例え
ば、燃料を燃料バルブ６０に供給するのに加えて、燃料を直接に主空気通路２１及び／又
はクランク室に供給することができる。
【００５３】
　パージング又はプライミングのためのポンプ８１のシンプルな実施形態が図１０に示さ
れている。ポンプ８１は、キャブレター２０に、例えば図示した装着デバイス８８によっ
て装着された弾性バルブ（bulb）８７を含む。キャブレター２０は、吸入導管８９と送出
導管９０を有し、その両方ともバルブ（bulb）８７によって定められる内側スペースで開
く。吸入導管８９の開口は送出導管９０のそれを囲むことが示されており、後者は比較的
広くダブルチェック・バルブ部材を保持できる。図示したダブルチェック・バルブ部材は
、中央ダックビル・バルブ９１の形の送出バルブ８３を有し、それは送出導管９０の開口
に座し、吸入導管８９の開口をカバーし吸入チェック・バルブ８２を形成する一体化した
略円環状メンブレーン・バルブ９２によって囲まれている。オペレータがバルブ（bulb）
８７を圧縮すると、燃料がダックビル・バルブ９１のリップの間に圧し出され、彼がバル
ブ８７をゆるめると、ダックビル・バルブ９１が閉じ、バルブ８７の内側に生まれた負圧
が円環状メンブレーン・バルブ９２を開き、吸入導管８９を通って燃料を吸い上げ、バル
ブ８７を満たす。
【００５４】
　本発明を、その好ましい実施形態に関して図示し説明してきたが、以下のクレームが意
図している広い特許請求の範囲内で多くの変更、代用、及び追加が可能であることは理解
されるであろう。前述のことから、本発明は明記した目的の少なくともひとつを達成して
いることが分かる。
【００５５】
　例えば、上で説明した燃料バルブ６０は双安定燃料バルブであるが、他の燃料バルブを
用いることもできる。例えば、燃料バルブは単安定燃料バルブ、すなわち、通電していな
いときバルブ部材はただひとつの安定位置しかない単安定燃料バルブであってよい。その
ような場合、この安定位置は、可動バルブ部材が燃料バルブの前方バルブ・シートに落ち
着く位置であることが好ましい、すなわち、安定位置にあるとき、燃料バルブは閉じてい
ることが好ましい。さらに、通電していないとき、安定位置を与える磁気引力以外の他の
手段、例えば可動バルブ部材をある位置の方へ付勢するばね、を用いることもできる。ま
た、通電していないときの安定位置がない燃料バルブを用いることもできる。さらに、電
気的に動作する燃料バルブの代わりに、燃料バルブは機械的に制御される燃料バルブであ
ってもよい。
【００５６】
　例えば、燃料バルブ６０はキャブレターの一体化された部分であってもよい、又はキャ
ブレター・ボディの開口への、すなわち、燃料調節器につながる開口と主及びアイドル・
ノズルの方への別の開口への、吸入ポートと送出ポートを結合する別のユニットであって
もよい。
【００５７】
　例えば、パージング・ポンプ８１ａの上流側チェック・バルブ８２とパージング・ポン
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プ８１ｂの下流側チェック・バルブ８３は燃料ライン８０が通常の燃料供給システムと結
合する点（例えば、燃料バルブ６０、燃料導管３７，ダクト３１における結合点、又は実
施形態によるが、燃料調節器３９）の近くに位置することが好ましい。あるいはまた、燃
料ライン８０は燃料ライン８０が通常の燃料供給システムと結合するところで別のチェッ
ク・バルブを有することができる。
【００５８】
（産業への応用）
　本発明は、特にチェンソーやライントリマーなど、それだけに限られないが、原則とし
てダイアフラム・キャブレターを備えた小型２行程内燃エンジンを動力とする手持ち動力
工具のスタート時の空気パージングに関連した利用に適用できる。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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